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図１　ヘッドセット型測定デバイス図１　ヘッドセット型測定デバイス図１　ヘッドセット型測定デバイス図１　ヘッドセット型測定デバイス図１　ヘッドセット型測定デバイス
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図２　身体状況に対する加速度軌跡長図２　身体状況に対する加速度軌跡長図２　身体状況に対する加速度軌跡長図２　身体状況に対する加速度軌跡長図２　身体状況に対する加速度軌跡長

図３　起床後経過時間と加速度軌跡長図３　起床後経過時間と加速度軌跡長図３　起床後経過時間と加速度軌跡長図３　起床後経過時間と加速度軌跡長図３　起床後経過時間と加速度軌跡長

１、頭部装着型運動モニタ装置
　利用者が30秒間といった短い時間で、図１のようなヘッ
ドセットタイプの装置を装着し、起立静止しているだけで
肉体的、あるいは精神的な疲労といった身体状況を客観的
な数値として観測する装置[1][2]があり、今回はそれを用
いて日常生活におけるさまざまなイベントでの疲労を評価
することを目的として、日常生活での有効性を検証してい
く。

２、身体状況を反映する運動パラメータの探索
　利用者が身体的、精神的に「疲れ」を感じた場合と、そ
うでない場合における加速度軌跡長をプロットしたところ、
図２に示すような結果が得られ、部分的に例外はあるもの
の、両者の間にはかなり良い相関が成り立っていることが
示唆された。しかしここで、「疲れ」があるとした状況は、
睡眠不足、病気、長時間の会議等による精神的な疲労など
といったものであり、被験者が主観的に疲れを感じている
ような場合を指しているので インシデントとして起こって
いる事象が客観的ではない。
また、図３は、同一の被験者に対し、起床時点からの時間
経過に応じて加速度軌跡長の値がどのように変化している
のかを示したものであり、疲れを主観的に感じている場合

とそうではない場合について、いくつかのケースでの時間
変化をプロットしたものである。この結果から、当該被験
者の場合は、身体がいかなる状況下にあっても起床からの
時間が経過するとともに、加速度軌跡長の値が一様に低下
していき、最終的には身体がストレスを受けていない状況
での数値に近づいていくことが観測されている。
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図４　温泉への入浴による加速度軌跡長の変化図４　温泉への入浴による加速度軌跡長の変化図４　温泉への入浴による加速度軌跡長の変化図４　温泉への入浴による加速度軌跡長の変化図４　温泉への入浴による加速度軌跡長の変化
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（（（（（加加加加加速速速速速度度度度度軌軌軌軌軌跡跡跡跡跡長長長長長ががががが大大大大大きききききかかかかかっっっっったたたたた順順順順順）））））

表２　被験者２による用いたイベント表２　被験者２による用いたイベント表２　被験者２による用いたイベント表２　被験者２による用いたイベント表２　被験者２による用いたイベント

（（（（（加加加加加速速速速速度度度度度軌軌軌軌軌跡跡跡跡跡長長長長長ががががが大大大大大きききききかかかかかっっっっったたたたた順順順順順）））））

３、共有条件下での実験
　前述を踏まえた上で誰しもが客観的に同じ負荷だと考え
られる運動負荷を与えたときの加速度軌跡長観測を行った。
そして、加速度軌跡長が本当に何を示しているのかを明ら
かにする研究をした。
測定環境として住環境や周囲状況の際による影響が出るこ
とを防ぐため、一般的な住居環境に見立てた宿泊施設（マ
ンション形式）を利用し、全ての被験者が環境条件を共有
する条件下で実験を行った。また、宿泊施設までは自動車
で高速道路を利用し移動した。
表１、表２は、さまざまなイベントでの加速度軌跡長結果
を大きい順に並べたものである。この結果から、主観的な
疲労感と客観的な疲労の数値に相関性があることが示唆さ
れた。
続いて、図４は、宿発施設に付帯している温泉に入浴した

後、それぞれ１５分と３０分経過時点にて計測を行い、そ
の後睡眠をとったのち翌朝起床した際行った計測における
加速度軌跡長の数値と比較したものである。この図からは、
温泉入浴というイベントが身体の揺れ具合を大きくすると
いう効果が３名の被験者に共に観測されることと共に、入
浴後１５分後から３０分後までのわずか１５分間の間に、
入浴後３０分後から就寝して翌朝起床するまでに観測され
る加速度軌跡長の数値変化がほとんど同程度であったこと
が読みとれる。すなわち、温泉入浴といった、身体的には
比較的激しい外部刺激が加わった際には、少なくとも１５
分間といった短い時間感覚の間に身体に起きた変化がヘッ
ドセット型デバイスによる運動計測にて検出できているこ
とを示しており、この程度の時間分解能による身体状況変

化の計測が可能であることが示唆された。

４、まとめと将来の展望
　本研究では、頭部にヘッドセット型のデバイスを装着す
ることで、利用者の疲労度に関連する情報が得られる可能
性を見いだした。また、より客観的な実験を行うことによ
り、この装置の日常生活への広範囲における利用に対して
有効ではないかと考える。
　今後は、測定時における騒音や気象条件などの外乱によ
る不正データへの対応についても研究していきたいと考え
る。
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